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北海道 SDGs推進ビジョン（仮称）に対する提案 

 

〇そもそも、なぜ SDGsのビジョンをつくるのか。 

 北海道総合計画と同じ内容であるなら、新たに策定する必要はないのではないか。 

 「SDGs」→「誰ひとり取り残さない」「バックキャスティング」「同時解決」を取り入れる。 

 よりよい北海道を目指すために、北海道庁から考え方の「変革」を行っていく必要がある。 

 

〇それを踏まえ下記を提案する。 

①骨子案「４．ビジョンの推進（２）推進手法・（３）推進管理」について 

 SDGsは 17ゴール、169ターゲット、230の指標という構成であり、毎年 SDGsの進捗レ

ポートを国連が発行していることから、本ビジョンにおける指標の設定と進捗管理を行うこと。 

 指標は、マルチステークホルダーと協働の上、2019年度末までに設定する。 

※SDGsの指標は SDGs決定後に策定（2016年 3月第 47回国連統計委員会にて合意） 

 指標の検討と合わせて、道民にビジョンの説明、それに対する意見を伺う場を道内各市町村と連

携しながら実施する 

→市民から声を聞く理由：対策の担い手としての要請・行政の判断の補完・負担の調整（合意形

成）（出典：環境保全からの政策協働ガイド）ビジョンへの興味関心や理解が高まる可能性あり

（裏面【参考】パブリックコメント・ワークショップを参照） 

 

②「ガイドライン」の定義に対象の追加 

 道民が課題解決のために行動することをガイドラインと呼んでるが、北海道の各政策に「誰ひ

とり取り残さない」「バックキャスティング」「同時解決」の考え方を明記すべき。 

 SDGsの同一目標の達成に貢献する施策は部局間が連携して実施し、効率的な運営を目指す。 

 

③骨子案「３．北海道のめざす姿と優先課題・対応方向（２）北海道の優先課題と対応方向」を削除 

 「資料３－３優先課題の設定一覧」を構成員で埋めることは不十分である。 

 その代わり、めざす姿の実現のために、自身の興味関心がどこにあるのか SDGsで整理する文

言を追記するとともに課題解決が求められていることを示す。 

 北海道の課題は２．（１）北海道の現状・課題を参照するように促す。 

 課題等をより具体的に知りたい場合、個別計画や SDGsネットワーク加盟団体を参照するよう

に促す。 

 

④骨子案「４．ビジョンの推進（１）各ステークホルダーの取組」削除 

 上記のようにそれぞれが自身で何ができるのか考えることとするため 

 ここの記載事項は、北海道が期待することであり、誰も同意したものではない。   
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【参考】 

・パブリックコメント・ワークショップ 

EPO北海道ではパブリックコメントの機会を活用し、政策に関心を持つ市民が行政担当者と意見交換

を行い、対話をとおして内容を読み解き、自分の意見を整理し、意見提出をお手伝いするワークショッ

プを実施。 

 ・実施事例 

  事業名：第２次札幌市環境基本計画策定に向けた意見報告会 

～私たちが創る「環境首都・SAPP ◡ RO」～ 

  実施日：2018年１月９日 

  主 催：環境中間支援会議・北海道  

共 催：札幌市  

 

  ・ご意見等（一部抜粋） 

  ・アンケート結果（一部抜粋） 


